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ガ
ソ
リ
ン
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ
い
て 

  

ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
の
危
険
物
を
収
納
す
る
容

器
は
、
小
笠
原
村
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
一
定
の
強

度
が
必
要
で
、
材
質
に
よ
り
容
量
が
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

特
に
ガ
ソ
リ
ン
は
、
灯
油
用
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
容

器
で
購
入
又
は
保
管
す
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
な
た

め
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

ガ
ソ
リ
ン
は
、
引
火
点
が
マ
イ
ナ
ス
40
℃
位
で
引

火
性
が
極
め
て
高
く
、
い
っ
た
ん
火
が
点
く
と
瞬
時

に
爆
発
的
な
延
焼
拡
大
を
お
こ
す
危
険
性
が
非
常
に

高
い
物
質
で
す
。
不
適
切
な
保
管
や
取
扱
い
が
事
故

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
充
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

地
域
振
興
に
係
る 

補
助
事
業
の
募
集
（第
３
回
） 

  

（財
）東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、
島
し
ょ
地

域
の
地
域
振
興
に
係
る
事
業
を
行
う
団
体
・
グ
ル
ー

プ
に
対
し
、
事
業
費
の
一
部
を
補
助
す
る
事
業
を 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

補
助
の
条
件
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
補
助
対
象
団
体
】 

 

概
ね
５
名
以
上
（村
在
住
者
）で
構
成
さ
れ
、
振

興
公
社
が
補
助
す
る
事
業
に
相
応
し
い
計
画
な
ど

を
持
つ
グ
ル
ー
プ
、
団
体 

【
対
象
事
業
】 

①
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

②
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

③
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成

に
関
す
る
事
業 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０

万
円
（特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て

は
２
０
０
万
円
）を
上
限
と
す
る
。 

な
お
、
補
助
事
業
の
う
ち
、
視
察
に
関
す
る
も
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 
 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

10/29現在 

父島 

100/100 

母島 

95.6/100 

 

９月気象状況   （父島） 

最高気温   31.7℃ 

最低気温   24.4℃ 

平均気温   27.7℃ 

平均湿度   82％ 

月降水量  181.0mm 

住民基本台帳登録者数（１０/1）  
 

 

             2,475人 
 

 

             父島      母島   
 
 

  人口      2,011人   464人 
 

 

 

  世帯      1,099    246 

ＮＯ．５７６ 

平成 22 年(2010) 

１１/１(月) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり 

【各職種共通事項】
　《採用予定日》平成２３年４月１日以降

　《待遇》小笠原村給与条例等による
　※日本国籍を有していない人および、地方公務員法第１６条の欠格条項に該当する方は受験できません。

職種 募集人数 業務内容 受験資格 対象生年月日 場所／試験日 試験方法 申込締切

介護員 若干名 不問 昭和２６年４月２日以降生まれの方

介護福祉士 若干名 介護福祉士資格

医師 １名 医療業務 医師免許

薬剤師 １名 薬剤師業務 薬剤師免許

理学療法士 １名 理学療法士業務 理学療法士免許

栄養士 １名 栄養士業務
管理栄養士
又は栄養士免許

診療放射線技師 １名 診療放射線技師業務 診療放射線技師免許

介護支援専門員 １名 福祉事務 介護支援専門員資格 昭和３１年４月２日以降生まれの方

看護師 １０名

看護士（任期付） １名

保育士（経験者） １名 保育業務

保育士免許
（都道府県知事の登録を受けている方）
（保育士としての勤務経験が
　通算５年以上ある方）

昭和３６年４月２日～昭和４７年４月１日まで
に生まれた方

論文試験
口述試験

保育士（任期付） １名 保育業務

保育士免許
（都道府県知事の登録を受けている方）
（保育士としての勤務経験が
　通算３年以上ある方）

昭和３６年４月２日以降生まれの方 口述試験

技術（土木） １名 土木技術業務 活字印刷文による出題に対応できる方

【大卒程度】昭和５９年４月２日～平成１年４月１日
　　　　　　　までに生まれた方
【高卒程度】平成１年４月２日～平成５年４月１日
　　　　　　　までに生まれた方

筆記試験
口述試験

　　　

保育士 １名 保育業務

１１月２９日（月）

小笠原村役場
↓

１２月１２日（日）
　　　　筆記・論文試験

１２月１３日（月）
口述試験

筆記試験
口述試験

小笠原村職員の募集

昭和４７年４月２日～平成３年４月１日まで
に生まれた方

保育士免許
（都道府県知事の登録を受けている方）
（平成２３年３月までに免許取得、
　登録見込みの方を含む）
活字印刷文による出題に対応できる方

小笠原村役場
↓

１１月２９日（月）
介護業務

看護師業務
看護師免許
（平成２３年３月までに免許取得見込みの
　方を含む）

昭和３６年４月２日以降生まれの方

１１月１５日（月）

昭和３６年４月２日以降生まれの方

１２月６日（月）

小笠原村役場
↓

１２月１１日（土）

東京連絡事務所
↓

１２月１８日（土）
１２月１９日（日）

※３日のうちいずれか１日選択

口述試験

　※要綱、申込用紙は村役場ホームページからもダウンロードできます。 http://www.vill.ogasawara.tokyo.jp/

    ●問合せ先　　総務課総務係　　２－３１１１
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の
は
、
補
助
の
対
象
と
し
な
い
。 

【
事
業
期
間
】
平
成
23
年
９
月
末
日
ま
で 

【
提
出
書
類
】 

計
画
書
お
よ
び
収
支
計
画
書
（指
定
様
式
）、
会

の
規
約
、
会
員
名
簿 

※
補
助
金
交
付
要
綱
は
総
務
課
で
配
布 

【
提
出
期
限
】
12
月
10
日
（金
） 

【
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
企
画
政
策
室 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

【
注
意
事
項
】 

 
 

振
興
公
社
で
は
、
提
出
さ
れ
た
計
画
書
を
も
と

に
補
助
事
業
の
対
象
と
す
る
か
ど
う
か
を
審
査･

決
定
し
ま
す
の
で
、
計
画
書
に
は
事
業
の
内
容
、
目

的
お
よ
び
効
果
を
詳
し
く
明
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
村
健
康
診
断
に
つ
い
て 

  

予
約
の
受
付
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
10
月
号
の

村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
の
と
お
り
で
す
。 

【
日
程
】 

 

《
母
島
》
12
月
５
日
（日
）〜
12
月
６
日
（月
） 

 

《
父
島
》
12
月
８
日
（水
）〜
12
月
12
日
（日
） 

【
申
込
期
間
】
11
月
15
日
（月
）
ま
で 

 

◎
特
定
健
診
受
診
券
の
事
前
受
付 

  

９
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
満
40
歳
〜

74
歳
の
方
で
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
職
場
の
健
診
を
受
診
し
て
い
る
方 

や
、
職
域
健
診
の
対
象
者
は
除
く
）が
「
特
定
健
診
」

の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
加
入
し
て
い
る
健

康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る
特
定
健
診
受
診
券
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
券
が
届
い
た
ら
、
保
険
証
と
一
緒

に
、
村
役
場
村
民
課
又
は
母
島
支
所
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。 

【
受
付
期
限
】
11
月
15
日
（月
）
ま
で 

    

◎
胃
が
ん
検
診
、
婦
人
科
検
診
の
み
受
診
さ
れ
る
方 

  
 

小
笠
原
村
健
康
診
断
で
は
、
特
定
健
診
の
他
に

次
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
。 

 

○
胃
が
ん
検
診
（胃
カ
メ
ラ
）
40
歳
以
上 

 

○
婦
人
科
検
診
（乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）
30
歳
以
上 

 

○
結
核･

肺
が
ん
検
診
（胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
） 

40
歳
以
上 

 

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
（Ｂ
型
・
Ｃ
型
） 

40
歳
の
方
の
み 

 

 

以
上
の
検
診
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に
住
所
を

有
し
、
対
象
の
年
齢
の
方
で
あ
れ
ば
加
入
し
て
い
る

健
康
保
険
に
関
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
受
診
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

事
前
に
村
役
場
へ
お
電
話
か
窓
口
に
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
限
】
11
月
15
日
（月
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 
 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

行
政
相
談
所
の
開
設 

 

【
日
時
】
11
月
16
（火
）午
後
７
時
〜
９
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】
山
田 

捷
夫 

 

《
住 

  

所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

 

《
連
絡
先
》 

０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

「
人
権
を
考
え
る
集
い
」
の
開
催 

  

人
権
尊
重
の
理
念
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
事
を
目
的
と
し
て
、
次
の
日
程
で
「
人
権
を
考

え
る
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

中
学
生
に
よ
る
人
権
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

や
パ
ネ
ル
の
展
示
、
啓
発
用
品
の
配
布
な
ど
を
行
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
歌
、
演
奏
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
の

公
演
も
行
う
予
定
で
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
21
日
（日
）午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
22
日
（月
）午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
村
民
会
館 

【
主
催
】
小
笠
原
村
、
特
別
区
・
島
嶼
人
権
啓
発
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会 

【
協
賛
】
（財
）東
京
都
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 
 

高
齢
者
の
方
の
割
引
制
度
に
つ
い
て 

 

◎
入
院
、
通
院
の
た
め
の
高
齢
者
運
賃
割
引 

  

高
齢
者
の
方
が
、
内
地
の
医
療
機
関
に
入
院
あ
る

い
は
通
院
さ
れ
る
場
合
に
、
定
期
船
「
お
が
さ
わ
ら

丸
」
の
運
賃
を
割
引
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。 

【
割
引
対
象
者
】
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方 

 

 

○
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方 

 

○
乗
船
予
定
日
に
満
70
歳
に
到
達
し
て
い
る
方 

 

○
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
す
疾
患
の
治

療
を
目
的
と
し
て
、
内
地
の
医
療
機
関
に
入 

院
又
は
、
通
院
さ
れ
る
方
（一
般
的
な
健
康
診

断
や
歯
科
治
療
は
対
象
外
で
す
） 

 

※
介
護
が
必
要
な
対
象
者
に
同
行
す
る
、
介
護
能

力
の
あ
る
介
護
者
も
割
引
対
象
に
な
り
ま
す
。 

【
割
引
内
容
】 

 

○
１
等
、
特
２
等
お
よ
び
２
等
船
室
（介
護
者
同
行

の
場
合
は
、
特
等
、
特
１
等
船
室
も
対
象
）

 

 
○
通
常
運
賃
の
50
％
（往
復
利
用
の
み
、
夏
季
運

賃
の
適
用
な
し
、
従
来
の
島
民
割
引
と
の
併
用

な
し
） 

 

◎
ゴ
ー
ル
ド
パ
ス 

  
 

高
齢
者
の
方
は
、
父
島
母
島
間
航
路
「
は
は
じ

ま
丸
」
の
運
賃
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。
（申
請
時

に
往
復
乗
船
日
の
確
認
を
い
た
し
ま
す
。
）

 

 

【
一
般
分
パ
ス
】 

 

《
交
付
対
象
者
》
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
、
ま
た 

は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
70
歳
以
上
の

方 

 

《
有
効
期
間
》
パ
ス
の
発
行
日
か
ら
発
行
日
の
属

す
る
年
度
の
末
日
ま
で 

 

《
発
行
枚
数
》
１
人
あ
た
り
年
２
枚
ま
で 

【
特
別
分
パ
ス
】 

 

《
交
付
対
象
者
》
母
島
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方 

 
 

○
「
入
院
、
通
院
の
た
め
の
高
齢
者
運
賃
割
引
」

に
よ
る
運
賃
割
引
証
明
書
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方 

 
 

○
小
笠
原
村
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
通
所
ま
た
は
短
期
入
所
生
活
介

護
を
受
け
る
65
歳
以
上
の
方 

 
 

○
右
記
の
方
が
介
護
を
必
要
と
す
る
場
合 

 

は
、
同
行
す
る
介
護
者
１
名 

 

《
有
効
期
間
》
パ
ス
の
発
行
日
か
ら
１
か
月
間 

 

《
発
行
枚
数
》
枚
数
制
限
な
し 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
‐
３
１
１
３ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
‐
２
１
１
１ 

 

社
会
保
険
料
（国
民
年
金
保
険
料
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

控
除
証
明
書
の
発
行 

  

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住
民
税
の

申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。 

 

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
納

付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

９
月
30
日
ま
で
に
納
付
し
た
、
国
民
年
金
保
険
料

の
額
を
証
明
し
た
「
社
会
保
険
料
（国
民
年
金
保
険

料
）控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
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の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書
か
領
収
書
と
、
10
月
１

日
以
降
に
納
付
し
た
領
収
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
宛
に
送
ら
れ
た
控

除
証
明
書
を
添
付
の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
社
会
保
険
料
（国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除
証
明
書
の
は
が
き
に

表
示
さ
れ
て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
わ
せ
先 

 
 

控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
５
７
０
―
０
７
０
―
１
１
７ 

 
 

Ｉ
Ｐ
電
話 

 

０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
３
０ 

 
 

港
年
金
事
務
所 

 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１
（代
） 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
‐
３
１
１
３ 

 

不
動
産
登
記
官
に
よ
る
行
政
相
談 

 

村
内
の
不
動
産
に
関
す
る
登
記
を
所
轄
す
る
、
東

京
法
務
局
の
不
動
産
登
記
官
に
よ
る
行
政
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。 

不
動
産
登
記
に
関
す
る
疑
問
、
お
悩
み
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
夕
方
の
部
は
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
予
約
が
な
か
っ
た
場
合
、
相
談
は
午
後
の
部

（午
後
５
時
ま
で
）で
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
８
日
（月
） 

○
午
前
の
部 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

○
午
後
の
部 

午
後
１
時
〜
５
時 

 
 

○
夕
方
の
部 

午
後
６
時
〜
７
時 

 

《
場
所
》
村
議
会
議
事
堂 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
９
日
（火
） 

○
午
前
の
部 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

○
午
後
の
部 

午
後
１
時
〜
５
時 

 
 

○
夕
方
の
部 

午
後
６
時
〜
７
時 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
相
談
費
用
】
無
料 

【
申
込
期
間
】 

 
 

11
月
１
日
（月
）〜
５
日
（金
） 

（土
、
日
、
祝
日
は
除
く
） 

 
 
 

午
前
８
時
〜
午
後
５
時 

（正
午
〜
午
後
１
時
30
分
を
除
く
） 

※
登
記
済
証
や
測
量
図
な
ど
、
ご
相
談
内
容
に
関
す

る
資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
忘
れ
ず
に
ご
持
参

く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

財
政
課
財
政
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
２ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

年
末
調
整
等
に
関
す
る
説
明
会 

  

給
与
・
報
酬
・
配
当
・
地
代
・
家
賃
な
ど
の
支
払

者
は
、
支
払
金
額
な
ど
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
場

合
、
１
年
間
の
支
払
分
を
と
り
ま
と
め
た
「
源
泉
徴

収
票
」
な
ど
の
法
定
調
書
を
作
成
し
、
管
轄
税
務
署

へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
支
払
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
給
与
の
支
払
い

が
あ
る
場
合
は
、「
給
与
支
払
報
告
書
」
を
受
給
者
の

住
所
地
（
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
）の
市
区
町
村

へ
提
出
し
、
受
給
者
に
対
し
て
は
「
源
泉
徴
収
票
」

を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

こ
れ
ら
の
提
出
や
交
付
は
平
成
23
年
１
月
31
日

（月
）ま
で
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
事
務
手
続
き
に
関
す
る
、
芝
税
務
署
に
よ
る

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

【
内
容
】
年
末
調
整
の
仕
方
、
法
定
調
書
の
作
成 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
29
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 

 

午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
村
役
場
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
30
日
（火
） 

 
 
 
 
 
 

 

午
後
２
時
〜
４
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

財
政
課
税
務
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
２ 

 
 

芝
税
務
署 

 

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１ 

 
 
 

法
定
調
書
関
係 

 
 
 
 

内
線
１
０
１
１ 

 
 
 

年
末
調
整
関
係 

 
 
 
 

内
線
３
０
３
２ 

農
業
経
営
講
習
会
の
開
催 

  

村
内
の
農
業
者
を
対
象
と
し
た
農
業
経
営
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。 

 

講
習
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
礎
と
応

用
に
つ
い
て
で
す
。 

 

新
た
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
を
目
指
す
方 

 

や
、
す
で
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
方
に

と
っ
て
有
意
義
な
内
容
と
し
て
い
ま
す
。 

 

な
お
、
終
日
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
演
習
と
な
り

ま
す
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き
る

方
を
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
８
日
（月
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

 

《
場
所
》
Ｊ
Ａ
父
島
支
店
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
９
日
（火
） 

 
 
 
 
 

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
２
階
会
議
室 

【
申
込
方
法
】
受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
農
業
委
員

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

【
申
込
期
限
】
11
月
５
日
（金
）午
後
５
時
ま
で 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 

小
笠
原
村
農
業
委
員
会
（産
業
観
光
課
内
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

平
成
23
年
成
人
式 

 

平
成
23
年
成
人
式
は
、
父
島
・
母
島
と
も
に
１
月

２
日
（日
）開
催
予
定
で
す
。 

 

次
の
①
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
11
月
中
旬
ご
ろ
に

詳
し
い
日
時
な
ど
を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

②
に
該
当
し
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日

の
間
に
生
ま
れ
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方 

①
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方 

②
転
出
し
て
現
在
小
笠
原
村
に
住
民
票
は
な
い 

が
、
親
が
小
笠
原
村
に
住
ん
で
い
る
方 

【
島
民
割
引
制
度
】
成
人
式
に
参
加
す
る
た
め
帰
省

す
る
方
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
・
は
は
じ
ま
丸
の

島
民
割
引
制
度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
中
学
校 

道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座 

 

平
成
22
年
度
小
笠
原
中
学
校
道
徳
授
業
地
区
公

開
講
座
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

小
笠
原
中
学
校
の
本
年
度
の
校
内
研
修
の
テ
ー
マ

は
「
自
他
を
尊
重
し
、
よ
り
良
く
生
き
る
生
徒
を
育

て
る
道
徳
指
導
の
あ
り
方
」
で
、
11
月
の
テ
ー
マ
は

基
本
的
生
活
習
慣
「
自
主
・
自
律
」
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

小
笠
原
中
学
校
で
は
本
年
度
も
教
育
活
動
の
中
で

特
に
道
徳
の
授
業
に
力
を
入
れ
、
全
校
体
制
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
保
護
者
、
卒
業
生
、
地
域
の
皆
様

方
の
ご
参
観
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
程
】
11
月
13
日
（土
） 

【
内
容
お
よ
び
場
所
・
時
間
】 

 
 

 

 

《
道
徳
公
開
授
業
》
各
学
年
教
室 

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
20
分 

 

《
講
演
お
よ
び
意
見
交
換
会
》
図
書
室 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
15
分 

 

《
吹
奏
楽
演
奏
・
全
校
合
唱
》
体
育
館 

 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
３
時
20
分
〜
４
時 

【
そ
の
他
】 

 

○
車
で
の
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

○
上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

 

○
８
日
（月
）
〜
13
日
（土
）
は
学
校
公
開
週
間
と

展
示
週
間
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
中
学
校 

 

２
―
２
５
０
２ 
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１．一般会計決算

【総　括】（単位：千円）

【歳　入】（単位：千円）
構成比（%） 構成比（%）

8.6 0.5
0.2 4.3
0.1 20.5
0.0 22.6
0.0 0.6
0.7 0.0
0.1 0.3
3.0 1.1
0.1 1.3

24.3 11.7
0.0 100.0

【歳　出】（単位：千円）

構成比（%） 構成比（%）

1.2 14.8
24.2 21.6
14.1 0.8
36.8 1.2
1.1 5.7
3.3 7.4
3.2 3.5
0.7 0.2
4.2 0.1
7.4 6.9
3.6 37.6
0.2 0.2

100.0 100.0

２．特別会計決算

平成21年度特別会計の決算額は下表のとおりです。
（単位：千円）

３．基金の残高 ４．地方債の現在高

（単位：千円） （単位：千円）

５．村の財政状況を表す指標
　　平成21年度決算時（カッコ内は昨年度の数値）

●財政力指数　：　0.295　（0.306）

　この数値が1を超えるほど財源に余裕があるとされています。

●経常収支比率　：　81.2%　（87.7%）

　平成21年度歳入決算の総額は対前年度1,128,655千円の増となりました。主な増額の要因として、地方交付税が68,669
千円の増、国の臨時交付金及び複合施設第2期工事により国庫支出金が567,444千円、都支出金が251,655千円の増となっ
ています。また、歳出は国の臨時交付金関連事業および複合施設2期工事、看護師住宅整備等により対前年度1,091,428
千円の増となりました。主な要因としては、国の臨時交付金関連事業263,331千円、複合施設整備が426,785千円の増、
看護師住宅整備が211,167千円となっています。

年度 歳入総額 歳出総額 差引 繰越すべき財源 実質収支

科目 決算額 科目 決算額
村税 435,199 分担金及負担金 26,393

平成21年度 5,077,920 4,984,821 93,099 3,216 89,883

配当割交付金 1,087 都支出金 1,149,622
株式等譲渡所得割交付金 461 財産収入 29,090

地方譲与税 8,251 使用料及手数料 216,065
利子割交付金 3,594 国庫支出金 1,043,489

国有提供施設等所在市町村助成交付金 151,475 繰越金 55,873
地方特例交付金 3,676 諸収入 65,945

地方消費税交付金 35,737 寄附金 0
自動車取得税交付金 4,250 繰入金 12,973

＜目的別＞ ＜性質別＞
科目 決算額 科目 決算額

地方交付税 1,238,621 村債 595,600
交通安全対策特別交付金 519 合 計 5,077,920

民生費 704,416 維持補修費 41,164
衛生費 1,834,739 扶助費 58,015

議会費 59,344 人件費 739,772
総務費 1,204,535 物件費 1,077,012

土木費 159,460 積立金 173,794
消防費 35,230 投資及出資金 8,750

農林水産業費 54,296 補助費等 285,687
商工費 163,476 公債費 368,408

諸支出金 180,935 普通建設事業費 1,879,178
災害復旧費 8,319 災害復旧費 8,537

教育費 211,663 貸付金 2,973
公債費 368,408 繰出金 341,531

合 計 4,984,821 合 計 4,984,821

会計の名称 歳入総額 歳出総額 繰越すべき財源 実質収支
国民健康保険特別会計 274,217 274,039 0 178
簡易水道事業特別会計 272,440 261,589 0 10,851
老人保健特別会計 43 43 0 0
宅地造成事業特別会計 27,255 27,255 0 0
介護保険（保険事業勘定）特別会計 67,381 64,101 0 3,280
介護保険（介護サービス事業勘定）特別会計 112,396 106,096 0 6,300
下水道事業特別会計 207,032 206,464 0 568
浄化槽事業特別会計 31,797 30,977 0 820

基 金 の 名 称 現 在 高 会 計 の 名 称 現 在 高

財政調整基金 643,471 一般会計 4,477,059

後期高齢者医療特別会計 24,943 24,943 0 0

平成21年度末における各基金の残高は下表のとおりです。 平成21年度末における各会計の地方債の現在高は下表のとおりです。

役場庁舎建設基金 58,055 下水道事業特別会計 769,361

災害対策基金 110,370 浄化槽事業特別会計 66,013

減債基金 373,273 簡易水道事業特別会計 311,664

公共施設等整備基金 149,843 介護保険（保険事業勘定）特別会計 0

平成21年度小笠原村決算の報告

　人件費、公債費等の経常的な経費に、村税、地方交付税等を主
にする一般財源収入が充当される割合を示します。この数値が大

きくなるほど財政の弾力性が失われるとされています。
介護従事者処遇改善基金 514

基 金 合 計 1,743,986

教育振興基金 10,000

簡易水道事業基金 78,288

介護保険給付準備基金 13,045

霊園基金 15,372

産業振興基金 118,166

観光振興基金 32,107

土地開発基金 58,468 現 在 高 合 計 5,624,097

社会福祉推進基金 83,014
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小
友
浦
船
漂
着
１
７
０
周
年 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

特
別
展
開
催 

  

奥
州
気
仙
郡
小
友
浦
船
「
中
吉
丸
」
は
、
常
陸
の

那
珂
湊
へ
向
か
う
途
中
難
破
し
、
１
８
４
０
年
小
笠

原
父
島
に
漂
着
し
ま
し
た
。
乗
組
員
６
名
は
欧
米
系

島
民
に
助
け
ら
れ
、
約
２
か
月
滞
在
し
、
無
事
銚
子

湊
に
帰
港
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
、
鎖
国
政
策
の
下
、
厳
し
い
取
調
べ
を

受
け
た
際
、
島
か
ら
持
ち
帰
っ
た
品
々
は
、
ほ
と
ん

ど
没
収
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ひ
そ
か

に
船
中
に
隠
し
て
没
収
を
免
れ
た
品
々
が
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
生
還
し
た
乗
組
員
か
ら
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
を
、
そ
の
子
孫
の
方
々
か

ら
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
、
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
、
そ
れ
ら
残
さ
れ
た
品
々
を
一
時
里
帰
り
さ

せ
る
こ
と
で
、
１
７
０
年
前
の
出
来
事
を
思
い
起
こ

し
、
歴
史
に
刻
ま
れ
た
当
時
の
島
民
の
温
か
い
も
て

な
し
と
友
情
を
育
ん
だ
こ
の
こ
と
を
、
今
の
時
代
に

も
尊
い
も
の
と
敬
い
、
受
け
継
が
れ
て
い
け
る
よ
う

特
別
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
併
せ
て
今
後
の
小
友
浦
（現
在
の
岩
手
県
陸

前
高
田
市
）と
の
友
好
を
も
っ
て
、
交
流
を
築
い
て
い

け
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
主
催
】
小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

【
後
援
】
岩
手
県
陸
前
高
田
市
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 

（陸
前
高
田
市
立
博
物
館
） 

【
協
力
】
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 
 
 
 

（小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
） 

 
 
 
 

Ｂ
Ｉ
Ｏ 

 
 
 
 
 

（ボ
ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
） 

【
期
間
】
11
月
７
日
（日
）
〜 

 
 
 
 
 
 

平
成
23
年
１
月
９
日
（日
） 

【
場
所
】
小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
展
示
品
】
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
報
告
書
等
ほ
か
６
点 

 

そ
の
他
に
も
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
紹
介
、
他

の
漂
着
船
の
紹
介
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

   

東
京
都
最
低
賃
金
の
改
正 

  

10
月
24
日
よ
り
東
京
都
最
低
賃
金
が
改
正
と
な

り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
最
低
賃
金
】
８
２
１
円
（改
正
前
７
９
１
円
） 

 

●
問
合
せ
先 

東
京
労
働
局
賃
金
課 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
１
２
―
１
６
１
４ 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
11
月
の
「母

島
巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
11
月
22
日
（月
）午
後
５
時
〜
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
への
入
林
受
付 

 
 

 
 

お
よ
び
簡
易
講
習
の
実
施 

  

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。 

 

父
島
に
お
い
て
は
、
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
の
で

電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
13
日
（土
）午
後
７
時
〜
８
時 

【
場
所
】
村
民
会
館 

２
階
会
議
室 

【
必
要
な
も
の
】 

①
印
鑑
、
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
18
歳

以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証

な
ど
） 

※黒字決済のため、実質赤字率および、連結赤字比率は「-」で表示しています。

【公営企業の資金不足比率】

※資金不足額がないため、資金不足比率は「-」で表示しています。

平成２１年度小笠原村決算においては各指導とも基準を下回っており、健全な財政運営がなされています。

●問合せ先　　財政課財政係　　２―３１１２

　※財政健全化法の詳細は総務省ホームページをご覧ください。　　http://www.soumu.go.jp/iken/zaisei/kenzenka/index.html　　　

　　平成２１年度決算に基づき公営企業の資金不足比率を算定した結果、下記のとおり、いずれの会計においても経営健全化基準
　を下回りました。

　　平成２１年度決算に基づき健全化判断比率を算定した結果、下記のとおり、いずれの指標においても早期健全化基準を下回り
　ました。

　　なお、平成１９年度および平成２０年度分の指標について、算定上数値の誤りがあったため、次のとおり変更いたしました。

実 質 赤 字 比 率 - 15.00% 20.00%

-

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

浄 化 槽 事 業 特 別 会 計
20%

資 金 不 足 比 率 経 営 健 全 化 基 準

-

�財政健全化法に基づく財政指標の公表

健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準

【健全化判断比率】

連 結実質 赤字 比 率 - 20.00% 30.00%

20.7% 350.0%

実 質 公 債 費 比 率 13.8% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率

　《平成20年度》　実質公債費比率　14.1％　→　14.3％、将来負担比率　115.2％　→　30.8％

　《平成19年度》　実質公債費比率　14.5％　→　14.7％、将来負担比率　128.7％　→　43.7％
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※
年
間
入
林
申
請
（年
間
パ
ス
）お
よ
び
講
習
修
了
証

の
有
効
期
間
を
ご
確
認
下
さ
い
。
期
間
終
了
後
も

引
き
続
き
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
再

申
請
又
は
、
更
新
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
４
０
３ 

 
 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３ 

 

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

〜
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命
（損
害
） 

保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上
の 

取
扱
い
の
変
更
に
つ
い
て
〜 

 

 

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
生
命
保
険
契
約

や
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取
扱

い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

芝
税
務
署
（個
人
課
税
部
門
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
５
５
―
０
５
５
１ 

 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
 http://w

w
w
.nta.go.jp

/ 
 

自
衛
官
募
集 

 

【
募
集
種
目
】
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（推
薦
・
一
般
）

 

【
対
象
年
齢
】
15
歳
以
上
17
歳
未
満 

【
受
付
期
間
】 

 

《
推
薦
》 

 
 

11
月
１
日
（月
）
〜
平
成
23
年
１
月
６
日
（木
） 

 

《
一
般
》 

 
 

11
月
１
日
（月
）
〜
平
成
23
年
１
月
７
日
（金
） 

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

防
衛
省
自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部 

 
 

大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
11
月
14
日
（日
）午
前
９
時
〜 

【
申
込
締
切
】
11
月
12
日
（金
）午
後
５
時 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

 

※
申
込
時
に
住
民
票
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
海
の
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
展
示
会
の
開
催 

  

小
笠
原
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
が
「
未
来
に
残
そ

う
青
い
海
」「
灯
台
の
あ
る
風
景
」
を
テ
ー
マ
に
、
小

笠
原
の
海
を
描
い
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
次
の
と
お
り
展
示
会
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

【
期
間
】
11
月
25
日
（木
）〜
12
月
27
日
（月
） 

【
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で 

【
会
場
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
新
館
多
目
的
室 

 

◎
海
上
保
安
官
募
集
（有
資
格
者
採
用
試
験
）

 
 

【
受
付
期
間
】 

 
 

10
月
27
日
（水
）〜
11
月
10
日
（水
） 

【
試
験
日
】
11
月
28
日
（日
） 

【
採
用
人
数
】
若
干
名 

【
受
検
資
格
】
直
接
問
合
せ
下
さ
い
。 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
23
年
７
月
１
日
（金
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 

 

東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
に
よ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
笠
原
地
区
巡
回
相
談 

  

幼
児
・
児
童
の
子
育
て
に
関
し
て
、
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー
の
専
門
の
医
師
、
児
童
心
理
司
、
児
童
福
祉

司
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
こ

と
で
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
内
容
】 

 

〇
児
童
（
18
歳
未
満
）の
健
康
に
関
す
る
相
談 

 

〇
育
成
相
談
（わ
が
ま
ま
、
落
ち
着
き
が
な
い
等
） 

 

〇
知
的
・
身
体
障
害
相
談
（知
的
発
達
の
遅
れ
等
） 

 

〇
養
護
相
談
（子
供
の
人
権
に
か
か
わ
る
問
題
等
） 

 

〇
非
行
相
談
（家
出
、
盗
み
、
薬
物
の
習
慣
等
） 

 

〇
里
親
に
関
す
る
相
談 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
14
日
（日
） 

 
 
 
 
 
 

 

午
後
３
時
10
分
〜
５
時
30
分 

 

《
場
所
》
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
２
階
会
議
室 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》 

 
 

○
11
月
15
日
（月
）午
後
４
時
30
分
〜
６
時 

 
 

○
11
月
16
日
（火
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分 

 
 

○
11
月
17
日
（水
）午
前
９
時
〜
正
午 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
申
込
締
切
】
11
月
８
日
（月
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
行
政
係 

２
―
２
１
２
１ 

 

東
京
都
職
員
（海
技
）の
募
集 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
数
】
海
技 

若
干
名 

【
業
務
内
容
】 

 
 

漁
業
調
査
指
導
船
「
興
洋
」
の
機
関
業
務
等 

【
勤
務
場
所
】
小
笠
原
水
産
セ
ン
タ
ー 

【
応
募
資
格
】 

 
 

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
18
歳
以
上
40
歳

未
満
で
海
技
従
事
者
免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

当
該
業
務
に
必
要
な
能
力
を
有
す
る
方 

【
申
込
締
切
】
11
月
30
日
（火
） 

※
詳
し
く
は
、
小
笠
原
支
庁
で
配
布
す
る
採
用
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
総
務
課
庶
務
係 

２
―
２
１
２
１ 

   

砂
利
採
取
業
務
主
任
者
試
験 

 

【
試
験
日
】
11
月
12
日
（金
） 

【
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で 

【
試
験
会
場
】 

 
 

財
団
法
人
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公
社
３
階 

 
 

第
２
会
議
室 

【
受
験
願
書
の
受
付
】 

 
 

11
月
１
日
（月
）〜
11
月
10
日
（水
） 

 

※
支
庁
で
は
仮
受
付
と
な
り
ま
す
。 

 

※
な
お
、
郵
送
に
よ
る
願
書
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先
・
受
験
願
書
配
付
場
所 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
商
工
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会 

  

毎
年
、
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
巣
立
ち
の
シ
ー
ズ
ン
で

あ
る
11
月
〜
12
月
に
か
け
て
、
町
の
明
か
り
に
誘

わ
れ
た
多
く
の
若
鳥
が
島
に
不
時
着
し
ま
す
。
そ
ん

な
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
を
保
護
す
る
た
め
の
レ
ス
キ
ュ
ー

講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
25
日
（木
）午
後
７
時
〜
９
時 

 

《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》 

 
 

○
11
月
24
日
（水
）午
後
７
時
〜
９
時 

 
 
 

 

・
場
所 

母
島
支
所
大
広
間 

 
 

○
11
月
25
日
（木
）午
前
７
時
〜 

 
 
 

 

・
場
所 

沖
港
岩
壁 

【
内
容
】 

 

○
保
護
に
関
す
る
法
律
・
制
度
に
つ
い
て 

 

○
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と
安
全

な
保
護
の
方
法 

 

○
パ
ト
ロ
ー
ル
お
よ
び
放
鳥
体
験
（母
島
の
み
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
産
業
係 

２
―
２
１
２
２ 

 

二
見
漁
港
の
防
波
堤
改
良
工
事 

  

支
庁
港
湾
課
で
は
、
二
見
漁
港
の
防
波
堤
改
良
工

事
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
工
事
期
間
中
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は
、
安
全
確
保
の
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

【
場
所
】
二
見
漁
港
赤
灯
台
周
辺 

【
期
間
】
10
月
中
旬
〜
３
月
30
日
ま
で
（予
定
） 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

 
 
 

２
―
２
０
１
５ 

 

銃
器
に
よ
る
弟
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

東
京
都
で
は
、
弟
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た 

 

め
、
銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い
ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
い
た
し

ま
す
が
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
駆
除
期

間
中
は
弟
島
お
よ
び
そ
の
沿
岸
２
０
０
ｍ
以
内
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
実
施
期
間
】
11
月
８
日
（月
）〜
16
日
（火
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

午
前
６
時
30
分
〜
正
午 

 

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
11
月
26
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
〜
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

小
笠
原
高
校
授
業
公
開 

 

【
期
間
】
11
月
８
日
（月
）〜
11
月
13
日
（土
） 

 

【
時
間
】
１
時
限
目 

午
前
８
時
20
分 

 
 
 
 
 

〜
６
時
限
目 

午
後
３
時
20
分 

 
 
 

※
最
終
日
は
午
後
２
時
20
分
ま
で 

【
科
目
お
よ
び
時
間
割
】 

 

 
 

当
日
受
付
に
て
配
布
い
た
し
ま
す
。 

【
そ
の
他
】 

 
 

お
車
で
の
ご
来
校
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 
 

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
高
校 

 
 

２
―
２
３
４
６ 

 

小
笠
原
高
校
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ 

  

◎
父
島
野
外
巡
検 

 

【
内
容
】
父
島
で
の
野
外
活
動
を
通
し
て
、
固
有
生

物
、
外
来
生
物
、
地
質
、
生
態
系
、
小
笠
原
の

歴
史
（戦
跡
を
含
む
）な
ど
の
理
解
を
深
め
る
。 

【
時
間
】
午
後
１
時
〜
４
時 

【
日
程
お
よ
び
内
容
】 

 

①
11
月
21
日
（日
） 

 
 

《内
容
》全
体
説
明
お
よ
び
清
瀬
周
辺
の
戦
跡 

 

②
11
月
27
日
（土
） 

 
 

《内
容
》夜
明
山
の
自
然
お
よ
び
戦
跡
① 

 

③
12
月
５
日
（日
） 

 
 

《内
容
》夜
明
山
の
自
然
お
よ
び
戦
跡
② 

 

④
12
月
12
日
（日
） 

 
 

《内
容
》洲
崎
・扇
浦
の
自
然
お
よ
び
戦
跡 

 

⑤
12
月
19
日
（日
） 

 
 

《内
容
》長
崎
・旭
山
の
自
然
お
よ
び
戦
跡 

【
講
師
】
上
條 

明
弘
（本
校
理
科
教
諭
） 

 

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方 

※
お
子
様
を
連
れ
て
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。 

※
移
動
手
段
は
、
皆
さ
ん
の
お
持
ち
の
乗
用
車
を

乗
り
合
い
で
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
定
員
】
20
名 

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て
参
加
さ
れ
る

方
を
優
先
に
し
た
う
え
で
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。 

【
費
用
】
１
７
９
０
円
（受
講
料
お
よ
び
保
険
代
） 

【
申
込
方
法
】
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話 

【
申
込
締
切
】
11
月
10
日
（水
） 

①
住
所
、
②
氏
名
、
③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
小
笠
原
高
校
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
高
等
学
校 

 
 
 
 

２
―
２
３
４
６ 

 
 
 
 
 
 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
 

２
―
２
３
４
１ 

  

第
３
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
歓
大
会 

 

【
日
時
】
11
月
27
日
（土
）
午
前
９
時 

【
会
場
】
奥
村
グ
ラ
ウ
ン
ド 

【
参
加
費
】
無
料 

【
申
込
締
切
】
11
月
25
日
（木
） 

【
申
込
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
受
付 

【
競
技
方
法
】 

○
８
ホ
ー
ル
４
ラ
ウ
ン
ド
（個
人
戦
） 

○
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
あ
り 

※
初
め
て
の
方
も
楽
し
く
プ
レ
ー
が
で
き
ま
す
。 

※
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
ル
は
社
協
で
用
意
し
ま
す
。 

※
競
技
運
営
協
力
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（製
氷
海
岸
） 

  

商
工
会
青
年
部
で
は
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を
維

持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー

ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
で
も
よ
く
利
用
す
る
海
岸 

を
、
安
心
し
て
楽
し
め
る
綺
麗
な
砂
浜
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
11
月
13
日
（土
）午
前
６
時
集
合 

 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

【
集
合
場
所
】
製
氷
海
岸 

【
持
ち
物
】
お
持
ち
の
方
は
軍
手 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 

  

11
月
の
開
館
は
入
港
日
〜
出
港
日
ま
で
の
、
通
常

開
館
で
す
。
出
港
中
は
閉
館
に
な
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。 

【
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で 

 

◎
秋
冬
特
別
展
「
小
笠
原
の
鳥
た
ち
」 

 
 

〜
小
笠
原
群
島
で
見
ら
れ
る
身
近
な
鳥
た
ち
〜 

 

 

ふ
だ
ん
見
慣
れ
て
い
る
鳥
た
ち
、
で
も
あ
ら
た
め

て
よ
く
見
る
と
お
も
し
ろ
い
こ
と
が
分
か
り
、
も
っ

と
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
小
笠

原
に
飛
来
し
た
こ
と
の
あ
る
鳥
た
ち
も
紹
介
し
ま 

す
。 

【
期
間
】
11
月
１
日
（月
）〜 

 
 
 
 
 
 

平
成
23
年
１
月
15
日
（土
）
ま
で 

※
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
か
ら
の
鳥
の
写
真
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

◎
農
業
セ
ン
タ
ー
で
あ
そ
び
隊
！ 

※
抽
選 

 

 
 

〜
畑
つ
く
り
か
ら
野
菜
の
収
穫
ま
で
編
〜 

 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ 

【
日
時
】
11
月
29
日
（月
） 

 
 
 
 
 

 

午
後
12
時
40
分
〜
３
時
50
分 

※
雨
天
決
行 

【
集
合
場
所
】
農
業
セ
ン
タ
ー
恵
み
の
像
前 

【
募
集
人
数
】
20
名
（小
学
生
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

【
持
ち
物
】
飲
物
、
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
い
い
服

装
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
運
動
靴
、
ス
コ
ッ
プ(

あ

れ
ば)･

雨
具 

【
申
込
期
限
】
11
月
15
日
（土
） 

【
申
込
方
法
】  

 

○
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
申
込
箱
に
申

込
用
紙
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
致
し
ま
す
。 
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○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

※
詳
細
は
、
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
下
さ
い 

※
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
行
事
保
険
に
加
入
し
て
い
ま

す
。 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

小
笠
原
の
植
物
を
知
り
た
い
！  

 
 
 
 
 
 

初
級
編 

  

三
日
月
山
遊
歩
道
に
は
固
有
種
も
い
っ
ぱ
い
あ
り

ま
す
。
ま
ず
よ
く
見
る
植
物
を
知
ろ
う
！ 
似
て
い
る

葉
の
見
分
け
方
や
、
ど
ん
な
花
・
実
か
も
紹
介
し
ま

す
。 

【
主
催
】
Ｂ
Ｉ
Ｏ
・
環
境
省 

【
日
時
】
11
月
13
日
（土
） 

 
 

午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

※
雨
天
予
備
日
11
月
20
日
（土
） 

【
集
合
場
所
】
三
日
月
展
望
台
駐
車
場 

【
募
集
人
数
】
20
名
（中
学
生
以
上
） 

※
要
予
約
先
着
順 

【
参
加
費
】
１
０
０
円
（資
料
代
） 

【
申
込
期
間
】
11
月
７
日
（日
）
〜
10
日
（水
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

２
―
３
０
０
１ 

 

ス
タ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
２
０
１
０
開
催 

  

今
年
も
小
笠
原
の
星
ま
つ
り
、
ス
タ
ー
ア
イ
ラ
ン

ド
２
０
１
０
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

 

◎
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
局 

（オ
レ
ン
ジ
ペ
ペ
）公
開 

 

【
日
時
】
11
月
21
日
（日
）午
前
10
時〜

午
後
５
時  

【
場
所
】
国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局 

【
内
容
】
４
次
元
デ
ジ
タ
ル
宇
宙
シ
ア
タ
ー
の
立
体

映
像
で
宇
宙
体
験
等 

【
主
催
】
国
立
天
文
台
水
沢
Ｖ
Ｌ
Ｂ
Ｉ
観
測
所 

【
そ
の
他
】
当
日
は
無
料
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。 

 

◎
宇
宙
講
演
会 

 

【
日
時
】
11
月
20
日
（土
）午
後
７
時〜

８
時  

【
内
容
】 

 

○
地
球
に
一
番
近
い
星〜

月〜
 

 

○
電
波
望
遠
鏡
で
み
る
最
新
の
銀
河
系
像 

 

◎
天
体
観
望
会 

 

【
日
時
】
11
月
21
日
（日
）午
後
７
時〜

８
時
30
分  

【
主
催
】
小
笠
原
天
文
倶
楽
部 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

国
立
天
文
台
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ａ
小
笠
原
観
測
局 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
７
３
３
３ 

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
催 

 

【
日
時
】
11
月
28
日
（日
）正
午
〜 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

●
問
合
せ
先 

千
葉 

 
 
 
 
 

２
―
２
６
２
８ 

 

年
末
年
始
の
お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 

乗
船
券
に
つ
い
て 

  

12
月
29
日
（水
）
東
京
発
、
１
月
３
日
（月
）発
の

乗
船
券
は
、
11
月
５
日
（金
）午
前
９
時
か
ら
一
斉
発

売
に
な
り
ま
す
。
こ
の
便
は
満
席
が
予
想
さ
れ
ま
す

の
で
、
乗
船
予
定
の
方
は
お
早
め
に
乗
船
券
を
お
求

め
く
だ
さ
い
。 

 

父
島
営
業
所
で
は
、
発
売
当
日
は
９
時
〜
12
時
ま

で
の
臨
時
営
業
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
） 

 
 

父
島
営
業
所 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
１ 

 

は
は
じ
ま
丸
の
冬
季
ダ
イ
ヤ 

  

は
は
じ
ま
丸
は
、
11
月
〜
１
月
ま
で
の
期
間
、
一

部
の
便
を
冬
季
の
ダ
イ
ヤ
で
運
航
い
た
し
ま
す
。 

【
運
航
期
間
】 

11
月
２
日
（火
）
〜
平
成
23
年
１
月
13
日
（木
） 

 

【
冬
季
ダ
イ
ヤ
】 

お
が
さ
わ
ら
丸
父
島
入
港
の
翌
日 

 

母
島
発 

午
前
11
時
30
分 

※
通
常
ダ
イ
ヤ 

母
島
発 

正
午 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 

父
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
１ 

 
 

母
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
３
３
１ 

 

は
は
じ
ま
丸
ド
ッ
ク
中
の
代
船
運
航 

  

は
は
じ
ま
丸
は
11
月
５
日
（金
）か
ら
12
月
２
日

（木
）ま
で
の
間
、
中
間
検
査
の
た
め
ド
ッ
ク
に
入
渠

し
ま
す
。
こ
の
期
間
の
代
船
と
し
て
、
ゆ
り
丸
（４
６

９
ｔ
、
定
員
90
名
）を
運
航
い
た
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
父
島
〜
母
島
間
の
所
要
時
間
は
２
時
間
20

分
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

伊
豆
諸
島
開
発
（株
） 

 
 

父
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
１
１ 

 
 

母
島
代
理
店 

 
 
 
 
 
 

３
―
２
３
３
１ 

                    

                          

専
門
診
療 

 

◎
整
形
外
科
（日
本
赤
十
字
社
武
蔵
野
赤
十
字
病
院
） 

 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
11
月
８
日
（月
）午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 
 

９
日
（火
）午
前
・
午
後 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
11
日
（木
）午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

 

12
日
（金
）午
前
・
午
後 

 
 
 
 
 
 
 

 

13
日
（土
）午
前 

 
 
 
 
 
 
 

 

15
日
（月
）午
前
・
午
後 

【
受
付
時
間
】 

 
 

午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で 

 
 

午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で 

  

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１ 

お
が
さ
わ
ら
丸 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２２，９１０ (+340) １１，４６０ (+170) 
特 ２ 等 ３４，３６０ (+510) １７，１９０ (+260) 
１ 等 ４５，８２０ (+680) ２２，９１０ (+340) 
特 １ 等 ５２，９８０ (+790) ２６，５００ (+400) 
特 等 ５７，３４０ (+850) ２８，６８０ (+430) 
２等（学割） １８，３４０ (+280)  

２等 
（身体障害者割引） 

１１，４６０ (+170)  ５，７４０ (+90) 
村民割引 
（往復）２等 ３４，３７０ (+510) １７，２００ (+260) 

 
貨
物
運
賃 

１  等  品 １５，３５６ (＋152) 

２  等  品 １４，２９６ (＋142) 

３  等  品 １３，１５０ (＋130) 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５３８ (＋15) 

０．０７５トン以下  １，１４５ (＋11) 

 

１１月の燃料油価格変動調整金  

 １１月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。 

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０ 

貨
物
運
賃 

１  等  品 ８，６４５ （+581） 

２  等  品 ８，１０４ （+544） 

３  等  品 ７，５６４ （+508） 

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８６６ （+58） 

０．０７５トン以下 ６５３ （+44） 

 

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，２３０ (+450) ２，１２０ (+230) 

１ 等 ８，４７０ (+910) ４，２４０ (+460) 

村民割引 
（往復）２等 ５，５００ (+580) ２，７６０ (+300) 
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◎
産
科
・
婦
人
科 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
11
月
15
日
（月
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
11
月
17
日
（水
） 

 
 
 
 
 
 
 

 
18
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

19
日
（金
） 

 
 
 
 
 
 
 

 

22
日
（月
） 

※
予
約
制
で
す
の
で
、
平
日
（水
曜
日
を
除
く
）
午

後
１
時
30
分
〜
５
時
の
間
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

◎
整
形
外
科
・
産
科
・
婦
人
科
共
通 

 

【
場
所
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

日
本
脳
炎
定
期
予
防
接
種 

  

予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
改
正
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
第
２
期
（対
象
年
齢
９
歳
以
上
13
歳
未
満
）が 

再
開
さ
れ
ま
し
た 

  

新
ワ
ク
チ
ン
「
乾
燥
細
胞
培
養
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
」
で
の
接
種
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。 

 

◎
第
１
期
が
完
了
し
な
い
ま
ま
、 

対
象
年
齢
期
間
の
７
歳
６
か
月
を
超
え
た
方 

 

 

第
１
期
分
と
し
て
第
２
期
対
象
年
齢
内
（
９
歳
以

上
13
歳
未
満
）
で
不
足
分
の
接
種
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。 

 

①
１
期
を
１
回
も
接
種
し
て
い
な
い
方
３
回
接
種 

 

②
１
期
を
１
回
だ
け
接
種
し
て
い
る
方
２
回
接
種 

 

③
１
期
を
２
回
接
種
し
て
い
る
方  

  

１
回
接
種 

  

な
お
、
第
２
期
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら

通
知
が
来
て
い
ま
せ
ん
の
で
未
定
で
す
。 

  

◎
基
本
の
接
種
方
法 

 

【
第
１
期
初
回
】
※
標
準
年
齢
は
３
歳 

 

《
対
象
年
齢
》
生
後
６
か
月
〜
７
歳
６
か
月
未
満 

 

《
接
種
回
数
》
６
日
〜
28
日
以
内
の
間
隔
で
２
回 

【
第
１
期
追
加
】
※
標
準
年
齢
は
４
歳 

 

《
対
象
年
齢
》
生
後
６
か
月
〜
７
歳
６
か
月
未
満 

 

《
接
種
回
数
》
１
期
初
回
終
了
後
、
約
１
年
後
に

１
回 

【
第
２
期
】 

 

《
対
象
年
齢
》
９
歳
以
上
13
歳
未
満 

 

《
接
種
回
数
》
１
回 

 
 

○
接
種
を
希
望
の
方
は
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

○
対
象
年
齢
内
の
接
種
費
用
は
無
料
で
す
。 

 
 

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種
を
受
け
る

方
は
、
接
種
時
期
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
】 

 
《
日
時
》
毎
月
第
１
、
第
３
木
曜
日 

 
 
 
 
 
 

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
ま
で 

【
母
島
】
予
約
の
際
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所 

 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

肺
が
ん
（喀
た
ん
検
査
）検
診 

 

【
対
象
者
】 

 
 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳
以
上

の
方 

【
検
査
方
法
】 

 
 

専
用
容
器
に
３
日
間
の
「
た
ん
」
を
取
り
、
提

出
し
て
い
た
だ
く
だ
け
の
簡
単
な
も
の
で
す
。 

【
費
用
】
無
料 

【
申
込
方
法
】
検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し

ま
す
の
で
、
直
接
申
込
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
申
込
期
間
】 

 
 

11
月
15
日
（月
）〜
11
月
26
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
（父
島
） 

  

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方 

 

は
、
お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を

お
願
い
い
た
し
ま
す 

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、 

１
歳
６
か
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
11
月
11
日
（木
）午
後
２
時
〜
３
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
会
（父
島
） 

 

【
対
象
者
】
や
ど
か
り
ク
ラ
ス 

 

※
１
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
日
時
】 

 

○
や
ど
か
り
ク
ラ
ス
（１
歳
未
満
） 

 
 

11
月
24
日
（水
）午
前
10
時
〜
11
時 

 

○
や
ど
か
り
ク
ラ
ス
以
外
（１
歳
以
上
） 

 
 

11
月
25
日
（木
）午
前
10
時
〜
11
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
持
ち
物
】
バ
ス
タ
オ
ル
１
枚 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

母
島
乳
幼
児
計
測
会
（母
島
） 

 

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？ 

 

母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不

要
で
す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
〜
６
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
11
月
18
日
（木
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

 

●
問
合
せ
先 
母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

育
児
学
級
・
離
乳
食
の
会
（父
島
） 

 

栄
養
士
と
島
の
食
材
を
使
っ
た
離
乳
食
を
作
り
ま

す
。
ま
た
、
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
対
象
者
に
は

個
別
に
通
知
し
ま
す
。
対
象
で
な
い
方
で
ご
希
望
の

方
は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
お
お
よ
そ
３
か
月
か
ら
８
か
月
の
お
子

様
と
保
護
者
。 

【
日
時
】
11
月
５
日
（金
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
必
要
な
も
の
】
母
子
手
帳
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
） 

 

 

今
月
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。） 

【
日
時
】 

 
 

11
月
12
日
（金
）午
前
９
時
〜
11
時
30
分 

 
 
 
 

 

26
日
（金
） 

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
入
口 

【
必
要
な
も
の
】
運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物 

※
雨
天
時
は
、
室
内
で
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

     

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
国
際
自
然
保
護
連
合
（Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）か
ら
の 

 
 
 
 
 
 
 
 

書
簡
お
よ
び
対
応
方
針
つ
い
て 

  

Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
本
部
よ
り
、
７
月
の
現
地
調
査
を
踏
ま

え
、
日
本
政
府
あ
て
に
書
簡
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の

書
簡
の
対
応
方
針
に
つ
い
て
、
地
元
の
関
係
団
体
な

ど
で
構
成
さ
れ
る
地
域
連
絡
会
議
を
開
催
し
協
議
し

ま
し
た
。
書
簡
の
内
容
お
よ
び
協
議
の
結
果
（対
応
方

針
）に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

①
既
存
の
海
域
公
園
地
区
を
遺
産
区
域
に
含
め
る 

 
 

【
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
の
書
簡
】 

 
 
 
 

今
の
遺
産
区
域
の
境
界
線
は
了
解
し
て
い
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製氷海岸で見られるタイマイ 

 
 

製氷海岸に漂着したイルカ 

 

 

ま
す
が
、
既
存
の
海
域
公
園
地
区
を
遺
産
区

域
に
含
め
た
ほ
う
が
、
管
理
の
観
点
か 

 

ら
、
よ
り
い
い
影
響
を
与
え
る
と
思
い
ま
す

が
、
い
か
が
で
す
か
。 

 
 

【
対
応
方
針
】 

 
 
 
 

海
域
公
園
地
区
を
遺
産
区
域
に
含
め
る
こ

と
で
、
利
用
者
の
普
及
啓
発
や
管
理
の
面
か

ら
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
遺
産
区

域
に
隣
接
し
て
い
る
海
域
公
園
地
区
を
遺

産
区
域
に
含
め
ま
す
。 

 

②
遺
産
区
域
が
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
に 

囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と 

 
 

【
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
の
書
簡
】 

 
 
 
 

小
笠
原
の
場
合
は
、
管
理
計
画
の
な
か
で

遺
産
区
域
の
内
外
を
一
体
の
も
の
と
し
て

管
理
し
て
い
く
と
い
う
理
由
か
ら
、
バ
ッ 

フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
（
遺
産
区
域
内
に
外
部
か
ら

の
影
響
を
緩
め
る
区
域
）を
設
け
て
い
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
遺
産
区
域
の
外
側
は
、
国
立

公
園
で
あ
り
、
実
質
的
に
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー

ン
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
認
め

て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

【
対
応
方
針
】 

 
 
 
 

遺
産
区
域
の
外
側
は
、
国
立
公
園
等
の
法

的
な
保
全
や
、
管
理
計
画
に
よ
り
保
全
が
図

ら
れ
て
い
る
の
で
、
バ
ッ
フ
ァ
ー
ゾ
ー
ン
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。 

 

③
外
来
植
物
の
分
布
に
つ
い
て
の
情
報
提
供 

 
 

【
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
か
ら
の
書
簡
】 

 
 
 
 

モ
ク
マ
オ
ウ
、
ア
カ
ギ
な
ど
の
外
来
植
物

種
の
範
囲
を
記
述
す
る
た
め
の
地
図
が
完

成
し
た
ら
、
そ
の
コ
ピ
ー
を
提
出
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

 
 

【
対
応
方
針
】 

 
 
 
 

航
空
写
真
の
分
析
等
に
よ
り
現
在
地
図
を

作
成
中
で
す
。
そ
れ
が
完
成
次
第
提
出
し
ま

す
。 

  

上
記
に
つ
い
て
、
こ
の
対
応
方
針
に
沿
っ
て
回
答

案
を
作
成
し
、
11
月
上
旬
に
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
に
提
出
す 

る
予
定
で
す
。
な
お
、
こ
の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
へ
の
対
応
に

よ
っ
て
、
新
た
な
規
制
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

◎
世
界
自
然
遺
産
住
民
説
明
会
に
つ
い
て 

  

今
回
の
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
へ
の
対
応
や
世
界
自
然
遺
産
と

島
民
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
12
月
に
住
民
説
明
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は
次
回
12
月
号
の
世
界
自

然
遺
産
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

◎
東
京
都
獣
医
師
会
の
動
物
派
遣
診
療
の 

懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て 

 

東
京
都
獣
医
師
会
に
よ
る
動
物
派
遣
診
療
が
実
施

さ
れ
ま
す
が
、
期
間
中
に
獣
医
師
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
ま
す
。 

 

獣
医
師
か
ら
ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
や
正
し
い
し
つ
け

な
ど
お
話
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

【
母
島
】
11
月
15
日
（月
）午
後
７
時
30
分
〜 

 

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
父
島
】
11
月
19
日
（金
）午
後
７
時
30
分
〜 

 
《
場
所
》
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
製
氷
海
岸
に
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ 

  

鯨
類
が
生
き
た
ま
ま
座
礁
し
た
り
、
死
体
が
漂
着

す
る
こ
と
を
「
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」
と
言
い
ま
す
。

10
月
５
日
、
製
氷
海
岸
に
イ
ル
カ
が
漂
着
し
て
い
る

と
の
情
報
が
Ｏ
Ｗ
Ａ
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
す
ぐ
さ

ま
現
場
へ
駆
け
つ
け
る
と
、
イ
ル
カ
は
既
に
死
亡
し

て
い
ま
し
た
。
目
立
っ
た
外
傷
は
な
く
、
腐
敗
も
進

ん
で
い
る
よ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
お

そ
ら
く
死
後
数
日
以
内
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
し

た
。
保
存
可
能
な
場
所
が
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
場

で
解
剖
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

外
部
形
態
の
観
察
や
写
真
撮
影
、
計
測
作
業
を
行

い
、
体
長
１
０
１
cm
、
体
重
11
・
２
kg
の
雄
で
あ

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
複
数
の
鯨
類
研
究
者
に

写
真
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、「
サ
ラ
ワ
ク
イ
ル
カ
」
の
可

能
性
が
高
い
と
の
事
で
し
た
。
サ
ラ
ワ
ク
イ
ル 

 

カ
、
小
笠
原
周
辺
で
は
稀
に
外
洋
域
で
見
ら
れ
る
種

類
で
す
。
今
回
漂
着
し
た
個
体
が
本
種
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
国
内
で
は
５
例
目

で
す
。
現
在
、
採
取
し
た

Ｄ
Ｎ
Ａ
標
本
を
日
本
鯨
類

研
究
所
に
送
付
し
、
種
の

判
定
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
原

因
は
、
地
磁
気
説
、
地
形

説
、
寄
生
虫
説
な
ど
様
々

な
推
測
が
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
未
だ
に
多
く
の
謎

を
残
し
て
お
り
、
研
究
の

た
め
の
情
報
収
集
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
情
報
を
寄
せ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
現

場
で
の
作
業
に
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

小
笠
原
で
前
回
、
ス
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
起
こ
っ

た
の
は
２
０
０
３
年
で
し
た
。
今
後
も
ス
ト
ラ
ン 

デ
ィ
ン
グ
の
原
因
解
明
の
た
め
に
情
報
収
集
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
漂
着
し
た
イ
ル
カ
や
ク
ジ
ラ

を
発
見
し
た
際
に
は
、
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
３
２
１
５ 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
114 

 

―
小
笠
原
で
見
ら
れ
る
ウ
ミ
ガ
メ
― 

  
小
笠
原
と
言
え
ば
日
本
最
大
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
繁

殖
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、
実
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
以

外
の
ウ
ミ
ガ
メ
も
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

 

現
在
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
２
頭
の
ア
カ

ウ
ミ
ガ
メ
を
飼
育
し
て
お
り
ま
す
。
１
頭
は
１
９
８

９
年
に
小
笠
原
で
産
ま
れ
た
個
体
で
す
。
ア
カ
ウ
ミ

ガ
メ
の
産
卵
は
過
去
28
年
間
に
渡
る
調
査
で
も
２

巣
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
ど
れ
だ
け
珍
し
い

か
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
１
頭
は
２
０
０
８
年

に
宮
之
浜
で
島
民
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
未
成
熟
個
体

で
す
。
も
う
一
種
の
タ
イ
マ
イ
も
２
頭
飼
育
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
タ
イ
マ
イ
は
１
９
９
９
年
に
沖
縄
県
黒
島
で

産
ま
れ
、
２
０
０
１
年
ま
で
八
重
山
海
中
公
園
研
究

所
（現
在
の
黒
島
研
究
所
）で
飼
育
さ
れ
て
い
た
個
体

で
す
。
今
ま
で
に
小
笠
原
で
の
タ
イ
マ
イ
の
産
卵
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
年
の
夏
以
降
、
海
洋

セ
ン
タ
ー
前
の
製
氷
海
岸
で
未
成
熟
個
体
と
成
熟
個

体
の
２
頭
を
頻
繁
に
確
認
す
る
事
が
出
来
て
い
ま 

す
。 

 

未
成
熟
個
体
の
タ
イ
マ
イ
は
今
年
の
５
月
に
弟
島

で
保
護
さ
れ
回
復
す
る
ま
で
水
槽
内
で
飼
育
し
て
い

た
個
体
で
す
。
標
識
放
流
後
に
ど
う
や
ら
製
氷
海
岸

が
気
に
入
っ
た
ら
し
く
居
着
い
て
し
ま
っ
た
よ
う
で

す
。
10
月
に
入
っ

て
も
製
氷
海
岸
で

ダ
イ
ビ
ン
グ
や
ス

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を

し
て
い
る
方
か
ら

「
タ
イ
マ
イ
を
見

ま
し
た
よ
！ 

」
と

情
報
を
頂
き
ま
す
。

タ
イ
マ
イ
に
興
味

の
あ
る
方
や
、
ア

オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
見

慣
れ
て
い
る
方
も

製
氷
海
岸
で
泳
ぐ
際
に
は
タ
イ
マ
イ
を
探
し
て
見
る

の
も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
情
報
に
よ
る
と

水
深
５
ｍ
く
ら
い
の
浅
場
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。 

 

そ
し
て
小
笠
原
で
は
初
確
認
の
ヒ
メ
ウ
ミ
ガ
メ
が

今
年
母
島
で
見
つ
か
り
、
か
な
り
衰
弱
し
て
い
た
た

め
保
護
さ
れ
、
母
島
で
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
笠

原
だ
け
で
も
４
種
の
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

●
問
合
せ
先
・
連
絡
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
８
３
０ 

 
 
 
 

携
帯 

０
９
０
―
１
４
６
１
―
３
１
７
１ 

 
 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー
） 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http:/
/b

onin
-oce

an.net 
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まずは、あなたに合った食事の量を確認しましょう！  

  1 日の食事量が活動量よりも超えてしまうと、脂肪として体に蓄積されてしまいます。 

 

 

 

 
 

 
 

                                

                                 

                                 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

脂肪の多い 

ロース肉・バラ肉 

豚バラ肉（100g） 

390Kcal 

赤身の多い 

モモ肉・ヒレ肉 

豚モモ肉（100g）

180Kcal 

― 村民課福祉係 ― 

― 第 １２９ 号   ― 

 

クジラの伝言板 

 

 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

くじら：ちょっとの工夫ですごくカロリーって変わるんですね。  
 

保健師：そうですね。長年積み重ねてきた食習慣を変えることは難しいですが、調理法や食

材選びだけでもすいぶん変わりますよ。まずは、どのくらいのエネルギー量が必要

か計算してみてくださいね。そして、今どれくらいエネルギーをとっているか比べ

てみるのもいいかもしれません。 
 

くじら：どれどれ！！ 私、食べすぎみたいです！ そういえば最近、付き合いが多くて。も

うすぐ仲間のクジラが小笠原周辺にやって来るので、その挨拶に…なんてことが。 
 

保健師：そろそろクジラのシーズンですものね。くじらさんにとってはこの時期ががんばり

どきかもしれませんね。まずは１か月後にせまった健康診断に向けて、ひとふんば

りしてみませんか。１０月号でお伝えした「こまめに動く」ことも取り入れ、ラー

メンやうどんの汁を全部飲まない、もう一口をやめる、等の工夫もいいですよ。 
 

くじら：よし！うーん、「よく噛んで食べる」っていうのはどうでしょう？ 
 

保健師：素晴らしい工夫ですよ！！ １か月後の健康診断が楽しみですね♪ 
 

くじら：よーし！ 楽しみになってきました！ 

メタボリックシンドロームの予防は身体を動かすだけでなく、食生活の改善も大事です！！ 

私たちは毎日の食事から、体が必要とする様々な「栄養」を取り込みエネルギー源としています。同時においしく楽

しく食べる食事は、体だけでなく、心の栄養にもなっています。 

しかし、カロリーを取りすぎたり、バランスが偏っていると、健康を損ない様々な病気を引き起こすことになります。

毎日の食生活の乱れが気づかないうちに積もり積もって、メタボリックシンドロームの原因をつくりだしています。 

でも、食事に気を付けると言っても、どこをどうすればいいのかわからないな・・・。

あなたに合った 

食事量は？ 
Kcal 

１日の摂取エネルギー量 標準体重 

Kg ×25～30 Kcal ＝ 

＜標準体重＝身長（m）×身長（m）×22＞

ゆでる 蒸す 焼く 

電子レンジ調理 

焼く 

フッ素加工のフライパンを使う 

炒める 

揚げる 

◎肉は低脂肪・高たんぱくの部位を選ぶ 
カロリー 

ダウン 

カロリー 

アップ 

調理法で、ひと工夫 

食材で、ひと工夫 

焼きナス 27Kcal ナスの煮物 41Kcal ナスの素揚げ 155Kcal 

～肥満を防ぐために～ 

①腹八分目を心がける 

②食事は 1 日 3 食規則正しく

③お酒は、ほどほどに 

～高脂血症を防ぐために～ 

①動物性脂肪・油脂は控えめに 

②青魚や野菜を積極的にとる 

③コレステロールの多い食品は
避ける 

～糖尿病を防ぐために～ 

①食事時間は規則的に 

②腹八分目は心がけ、 

ゆっくり食べる 
③甘いものは控えめに 

～高血圧を防ぐために～ 

①食塩のとりすぎに注意 



入港日 行政相談所の開設

後期高齢者医療保険料納期限

自衛官募集開始（推薦・一般）

眼科専門診療（母島～3） 出港日

ははじま丸の冬季ダイヤ開始（～１/13） 産科・婦人科専門診療（父島～19，22）

母島乳幼児計測会（母島）

出港日

定期予防接種

農業経営講習会申込締切 東京都獣医師会懇談会（父島）

南島入島禁止期間開始（～2/5）

育児学級・離乳食の会（父島）

入港日

宇宙講演会

入港日

小友浦船漂着１７０周年特別展開催（～1/9） 人権を考える集い開催（父島）

小笠原の植物を知り隊！申込開始（～10） 国立天文台ＶＥＲＡ小笠原局公開

高校図書館開放 天体観望会

農業経営講習会開催（父島） 高校図書館開放

不動産登記官による行政相談（父島）

整形外科専門診療（母島～9） 母島巡回労働相談

銃器による弟島のノヤギ駆除（～16） 人権を考える集い開催（母島）

小笠原高校授業公開（～13）

東京都児童相談センターによる小笠原地区巡回相談申込締切 出港日

農業経営講習会開催（母島）

不動産登記官による行政相談（母島） ベビーマッサージ会（父島～25）

出港日 ミズナギドリレスキュー講習会（母島～25）

村民意見・提案・相談受付

海上保安官募集締切 父島ノヤギ駆除

砂利採取業務主任者試験申込締切 肺がん（喀たん検査）検診申込開始（～12/30）

小笠原高校公開講座申込締切 海の図画コンクール展示会開始（～12/27）

整形外科専門診療（父島～13，15） ミズナギドリレスキュー講習会（父島）

父島ノヤギ駆除 グラウンドゴルフ交歓大会申込締切

乳幼児健診・歯科健診（父島）

ヘルスアップ教室（父島） ヘルスアップ教室（父島）

原付免許学科試験申込締切 電話による無料法律相談
�森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習の実施

小笠原中学校道徳授業地区公開講座 グラウンドゴルフ交歓大会

ビーチクリーン（製氷海岸）

入港日

東京都児童相談センターによる小笠原地区巡回相談（母島） 入港日

高校図書館開放 高校図書館開放
小笠原村職員（介護福祉士・介護員）申込締切 フリーマーケット開催

産科・婦人科専門診療（母島）

小笠原村健康診断申込締切 年末調整等に関する説明会（父島）

胃がん検診、婦人科検診申込締切 小笠原村職員（保育士・技術）申込締切

特定健診受診券提出締切 農業センターであそび隊！開催

肺がん（喀たん検査）検診申込開始（～11/26）

東京都児童相談センターによる小笠原地区巡回相談（父島～17） 年末調整等に関する説明会（母島）

東京都獣医師会懇談会（母島） 東京都職員（海技）の募集締切
農業センターであそび隊！申込締切

19 金

20 土

16 火

17 水

18 木

行　事　予　定日付 曜日日付 曜日 行　事　予　定

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

15 月

21 日

24 水

25 木

13 土

14 日

7 日

22 月

23 火

12 金

8 月

11 木

9 火

10 水

29 月

30 火

26 金

27 土

28 日

勤労感謝の日

文化の日


